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緒 言

著者は第一編 に於 てSal. 57S及 びR, Sal. 

58S及 びR, Sal, 63R ,チ フス菌村上株 及び

中川株を用いてSal, 57S及 び中川 株か ら抽

出 した核酸, DNA,蛋 白質(endotoxin)及 び

多 糖 体(hapten)を 添加培養 し,そ れ等 が各

菌に及ぼす影響を観察 し, R型 か らS型 復帰

へのかな り興味あ る成績 を得た.今 回は此等

の物質が チフス菌の各種 の基質の酸化 に及ぼ

す影響を追究 し, R型 →S型 変異誘導の場に

於 いて,そ れに聯関 してい ると考え られ る代

謝 の一端を窺わんとして本研究を行つた.

第一 章　 実験 材料 及 び 方法

使 用 した 菌種 はSal. 57S及 びR型 菌 ,被

検物 質 はSal. 57S及 びR, Sal. 58S ,村 上

株,中 川 株 か ら抽 出 した 核 酸, DNA ,蛋 白

質及 び多糖 体 を 用 い た.此 等 の物質 の抽 出方

法 は第 一編 に記 載 した もの と同 じで あ る.

基質 としてはglucose, gluconic acid , phos

phoglyceric acid, lactate, pyruvate, acetate , 

succinate及 びglutamate以 上8種 を 用 い

た.

酸 素 消費量 はWarburg検 圧 計を 用 い て常

法に 依つ て測 定 し,抽 出物 質 の添 加 量 は核 酸 ,

蛋 白質,多 糖 体 は100γ/cc及 び10γ/cc , DNA

は10γ/cc及 び1γ/ccと し,各 基 質 は何 れ も

1/100Mol濃 度になる様 に加えた
.酸 素消費

量は10分 間隔で3時 間測定 した.

第二章　 実 験 成 績

1. Sal. 57Rか らの各 抽 出物 質の酸素 消

費に及ぼす影響.

Sal. 57Rか らの各 抽 出 物 質 の各基質に於

け る酸素消費 量に及ぼす影響は,表1・2に 示

す如 く,各 基質別 にSal. 57S及 びRの 酸 素

消費量を各抽出物質を添加 した もの と添加 し

ない もの とに就 て,特 にS型, R型 の立場か

ら比較 してみ ると殆ど差異が見 られ なかつた.

只核酸及びDNA添 加 のglucoseで はS. R

共に添加の場合は,多 少促進 され,又 蛋白質

及び多糖体添加 のpyruvateで も略々同様 の

結果が見 られた.

2. Sal. 57Sか らの各 抽 出 の酸素 消費 量 に

及 ぼす 影 響.

Sal. 57Sか ら の 各 抽 出 物 質 を 添 加 した

成 績 は 表3・4に 示 す 如 く,可 成 り興 味

あ る 成 績 を 得 た.即 ち 核 酸 及 びDNAで

はglucose, phosphoglyceric acid, pyruvate, 

acetateを 基 質 と した 場 合, R型 菌 に於 て30

～40分 頃 か ら酸素 消 費が 促 進 され 始 めS型 に

近 ず く傾 向 が見 られ,或 は む しろS型 を 凌 駕

す る値 を 示 して い る. gluconic acid, lactate, 

succinateで は 著 明 な影 響 は認 め られ ない .

蛋 白質 添 加 で は, glucose, phospho-glyceric 

acid, glutamateで20～30分 頃 か ら促 進,更

に60分 頃 か らは そ の酸 化 は一 層高 ま りS型 に

近 づ い て い る.又lactateで は30分 か らの促

進 が 著 明で そ の酸 素 消 費量 はS型 を凌 駕 して

い る.
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succinateに 於 て は60分 頃 か ら促 進 が見 ら

れS型 以 上 の値 を示 して い る.そ の他gluconic 

acid, acetateに 於 ては著 しい 影 響は 認 め なか

つ た.

次 に多 糖 体 添 加 で はphospho-glyceric acid , 

lactate, pyruvate, acetateに 就 て 実 験 し た

が余 り著 明 な促進 は 認 め られ ない.只lactate

に於 てS及 びR型 菌 に対 し30分 頃 よ り促 進 的

に働 い た と考 え られ る .

3. Sal. 58Sか ら抽 出 した核 酸 及 びDNA

添 加 の酸素 消 費 に 及ぼ す 影響.

此 の核 酸 及 びDNAを 添 加 した もので は, 

glucose, phospho-glyceric acid, lactate, pyru

vate, acetateを 基 質 と し た場 合 にR型 に 於

て酸 化 の 促 進 を 示 し て い る(表7).即 ち

glucoseに 於 ては30分 か ら酸 化 が 促進 されS

型 に近 づ い て 行 くの が 見 られ る. phospho-

glyceric acidで は これが 更 に顕 著 で30～40分

か ら急 激 な 上 昇 を 示 して い る. lactateに 於

ては40分 か ら呼吸 促 進 が始 ま り60分 か ら急 昇

し120分 で 再 び緩 くな つ て い る.又pyruvate

で は50分, acetateで は40分 よ り酸 化 の 促 進

が 見 られ 各 々100分 前後 で はS型 を 超 え る消

費量 を 示 した.尚gluconic acidで はS, R型

共 に本 物 質添 加 に よ る酸 化 の促 進 も認 め られ

なか つ た.次 にsuccinateで は核 酸 の場 合 に

S型 菌 に対 して の み100分 頃 よ り,か な りの

促 進 が 見 られ た.

4. 中川 株 か らの各 抽 出 物 質 の 酸 素 消費

量 に 及 ぼ す影 響.

腸 チ フ ス菌 中 川株 か らの各 抽 出物 質 添加 の

成績 は表5及 び6に 示 し た.先 ず核 酸 及 び

DNA添 加 の場 合R型 で は, glucose, phospho-

glyceric acid, acetate, auccinateで は30～40分

頃 よ り促進 が始 ま り, 80分 前 後 か ら更 に 増強

され て い る.そ してS型 菌で も多 少 促進 され

る場合 もあ るが, R型 菌がS型 菌以 上 の酸 素

消 費 量 を 示 す に 至 る も の も見 ら れ る.尚

gluconic acidで は 反 つ てS型 菌に 対 して促進

的 に 影 響 し, lactateに 於 て は40分 前 後 よ り

両 菌 共 に促 進 され る傾 向 が認 め られ た.

次 に 蛋 白質添 加 の 場合 は, phospho-glyceric 

acid, lactate, pyruvateに 於 てR型 菌 は可 成

り促 進 してい る. glucose, succinate, glutamate

ではS, R型 共に 多 少 促進 され て い る.

多糖 体 添 加 の 場 合 は 各 基 質 共 に,一 般 に

S, R型 菌 で 差が 見 られ な い. glucose, phospho-

glyceric acidで は両 型 菌共 に 多少 促 進 され, 

gluconic acid, lactate, pyruvate, acetateで

は殆 ん ど影響 され な い.

5. 村上 株 か ら抽 出 した蛋 白質 及 び 多糖 体

の酸 素 消費 量 に及 ぼ す 影 響.

此 の成 績 は表8に 示 した.蛋 白質 添 加 の場

合 は,一 般 にS, R型 共 略 々 同 様 に 多少 促 進

され著 しい差 異 は認 め られ なか つ た.

次 に 多 糖 体 添 加 の 場 合 は, glucose及 び

lactateに 於 て は40～50分 頃 よ りR型 の 方

が 多少強 く促進 され て い るが,そ の他 の基 質

に於 て はS, R型 共 略 々同様 に多 少 の 影響 を

受 け て い るに過 ぎず両 型 の 差 異は 認 め難 い.

第三章　 総括並びに考案

著者は第一編及び本編 に於て主 として腸 チ

フス菌S, R型 変異に於け る此 等 各菌か ら抽

出 した核酸, DNA,蛋 白質 及 び多 糖 体の影

響について観察 して来た のであ るが,か ゝる

S. R型 変異の現象は末端表現 として生細胞内

に於け る適応酵素の発現 としてある程度把握

す ることが出来 ると考え られ る.微 生物内に

適応酵素の発達 して来 る機序はStephenson64), 

Cole65)に よ り定 性 的 に 研 究 され, Spiegel-

mann66)に よつて適 応酵素の産 生 には力源代

謝 が不可欠であ り生細胞内合成反応の出現 と

同時に酵素活性化能が出現す る事が云われ,

此れに必要の 担 体 と してplasmagenを あげ

た.こ のplasmagenは 須 田67)68)69)及 び 尾

田 ・竹田70)に よりribo核 酸 で あ り生 細胞

内酵素始原体 の相互転化の反応体である事が

明かに された.田 口71)は 又 外 界 の物質的変

化に最 も敏感に反応す る微生物表面構造 の主

体をなすpolysaccharide-polypeptide-lipide複

合体に も力源代謝 の影響な しに適応酵素反応

体のある事を見出 し,更 に進んで此等反応体

は相互にその作用に於て干渉す る所謂適応酵
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素反応体干渉現象の存在を明かにした.更 に

教 室 の 田 口72),金 久60)は 各 種 抗 菌 性 物 質

耐性 菌 の適 応 酵 素 系 に 関 す る研 究 に 於 て

polypepeptideは か な りの 活 性 化 能を 持 つが

polysaccharideは 殆 どそ れ を 欠 除 してい る事

を 報告 して い る.著 者 も第 一 編 に 於 て金 久60)

の 云 う如 く核 酸, DNA及 び 蛋 白 質は 腸 チ

フス 菌S, R型 変 異に対 し,核 酸, DNAは 可

成 り明 で そ して蛋 白質 で は多 少 の影 響 を与 え

るが 多糖 体 に はか ゝる作 用 は殆 ど認 め られ な

かつ た 事 を報 告 した.本 編 に於 てはR型-S

型 変 異 の発 現 に 関連 して い る と考 え られ る代

謝 の変 化 の 一端 を窺 わ ん として是等 各抽 出物

質 の種 々 の基質 酸 化 に 於 け る酸 素 消 費 量を 追

究 した.し か しな が ら以上 述 べ た如 く,そ の

成績 は使 用 した 基 質別 に よ り各 抽 出物 質 の酸

化 に与 え る影 響 は 必ず しも一定 の成 績 を 得 な

か つ た とは云 え,可 成 り興 味 あ る関係 を 得 た.

1. Sal. 57S, Sal. 58S,中 川株S型 か ら抽

出 した核 酸 及 びDNAを 添 加 し た も ので は

Sal. 57R,のglucose酸 化 に よる酸 素 消 費 は

促進 され, Sal. 57Sで は 全 く促 進 が認 め ら

れ な いか 或 は軽 度 で あ る.又phospho-glyceric 

acid, pyruvate, acetateで も略 々 同 様 の 成

績 が 認 め られ, lactateで はSal. 58Sか ら

の両 抽出 物 質 で 同 様 の 結 果 を 得 たが, Sal. 

57S及 び 中川 株か らの本 物 質 で はか ゝる関係

は 見 ら れ な か つ た.尚 是 等 の 抽 出 物 質 は

gluconic acidの 酸 化 に対 して は 殆 ど影 響 が

認 め られ なか つ たが,中 川株 か らの物 質で は

む しろS型 菌の 場合 に 軽 度 の促進 が 見 られ, 

succinateで は不 定 で一 定 の 関係 は 見 られ なか

つた. Sal. 57Rか ら抽 出 した両 物 質 添 加 の

場合 は 只glucoseの 酸 化 がS, R型 菌 共 に 軽

度 の促進 が 見 られ, lactateでS型 菌 の 場 合

に同様 に 軽 度 の促 進 が 認 め られ た外,そ の他

の基 質 では 影 響 は見 られ なか つ た.

即 ちS型 菌か ら抽 出 した核酸 及 びDNAは,

同種R型 菌 の一定 基 質 の酸 化 を 促進 す る と考

え られ る.

2. Sal. 57S,中 川 株S,村 上 株Sか ら抽

出 した 蛋 白 質(endotoxin)添 加 の基 質 酸 化

に 及 ぼ す 影 響 で はglucoseの 場 合 は, Sal. 

57S,村 上 株Sの 蛋 白質添 加 でR型 菌 の酸 化

を促 進 す るか,中 川 株Sの 蛋 白質添 加 の場 合

はS, R型 菌 共 に 軽 度 に 促 進 さ れ て い る. 

phospho-glyceric acidで は57S,中 川株Sの 蛋

白 質はR型 菌 の促進 を,村 上 株Sの 本 物 質 は

返 つ てS型 菌 の 方 に 強 い 促 進 を 来 した. 

lactateで は57S,中 川 株 の 本 物 質 はR型 菌

に,村 上 株Sの それ はS, R型 菌 共 に 促 進 的

に 働 い て い る. pyruvate, snccinate, glutamate

では 一定 関 係 は認 め られ ない. gluconic acid, 

acetateで は 殆 ん ど影 響 を 見 ない. Sal. 57R

か らの蛋 白質 で はpyruvateの 場 合 にR型 菌

に 可成強 い促 進 を来 して い る外,他 の基 質に

対 しては 殆 ど全 く影響 を 示 してい な い.即 ち

蛋 白 質 も多少 一 定 の基 質 の場 合 にR型 菌 の基

質 酸 化 を促 進 す る 傾 向 が 見 られ るが 核酸, 

DNAに 比 較 す る と特 異 性 は遙 か に低 い と考

え られ る.

3. Sal. 57S,中 川株S,村 上 株Sか ら 抽

出 した多 糖 体 で は, 57Sで はlactate,中 川

株Sで はglucose, phospho-glyceric acid,村

上 株Sで はglucoseの 場 合 にS, R型 菌 に稍 々

促 進 的に作 用 し てい る外,他 の基質 に対 して

は 殆 ど影 響 を 示 して い ない.

4. 各 抽 出物 質 の添 加 に よ る基 質酸 化 促進

の始 ま る時 間 的 関係,即 ち 適 応酵 素 の 出現 時

間 と一 応解 釈 して見 る と, 10分 間 隔 で180分

まで(但, 120分 まで述 べ た)測 定 して 見 た成

績 で は大 多数 の ものが30～60分 で基 質 酸化 に

よ る酸 素 消費 の増加 が 起 つ て い る.

5. 抽 出物 質 の 添加 量 は核 酸,蛋 白質,多

糖 体 は100γ/cc及 び10γ/cc, DNAは10γ/cc, 

1γ/ccの 各 二 通 りの量 を 用 い た ので あ るが 殆

ど添加 量 の相違 に よ る基 質 酸化 促 進 の 差 異 は

認 め られ なか つ た.

結 論

以 上 のSal. 57S及 びR, Sal, 58S,中 川

株S及 び 村 上 株Sか ら 抽 出 した 核 酸, DNA,

蛋 白 質(endotoxin)及 び 多 糖 体(hapten)添

加 がSal. 57R及 びSの 基 質, glucose, gluconic 

acid, phospho-glyceric acid, lactate, pyruvate,
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acetate, succinate, glutamateの 酸 化 に よる

酸 素 消 費 に 及ぼ す影 響 を 検討 し次 の成績 を得

た.

1. Sal. 57S, Sal. 58S,中 川 株Sか ら抽

出 した核酸 及 びDNAを 添 加 す る とSal. 57R

で は, glucose, phospho-glyceric acid, pyruvate, 

acetate酸 化 に よ る酸 素消 費 が 促進 され るが, 

Sal. 57Sで は 全 く促 進 が 認 め られ な いか 或

は 極 め て 軽 度 で あ る. Sal. 57Rか ら抽 出 し

た核酸 及 びDNAは か ゝる性 状 を有 しな い.

2. Sal. 57S,中 川 株S,村 上 株Sか ら抽

出 した 蛋 白質 添加 の 場 合, Sal. 57Rの 各 基

質 酸 化 に よる酸 素 消費 の 促進 に 対 し,核 酸 及

びDNAの 如 き関 係 は認 め られ ない.但 し, 

glucose, phospho-glyceric acid, lactate等 で

は 多 少 核酸 及びDNAの 如 き 関 係 が あ る と思

わ れ る. Sal. 57Rか ら の も の は殆 ん ど影響

を 示 さない.

3. Sal. 57S及 びR,中 川 株S,村 上 株S

か ら抽 出 した多糖 体 で は 各基 質 の酸 化 に対 し, 

S及 びR型 菌 に対 す る各 特 異 的 な 影 響 は認 め

られ ない.又 多 くの場合 に各 基 質 に対 し何 ん

らの影 響 を 示 さない.

4. 各 基質 酸 化 の促 進 は10分 間 隔 で180分

まで測 定 した 結 果, 30～60分 で発 現 す る.

5. 各 抽 出物 質 の添 加 量 の違 い は,(核 酸,

蛋 白質,多 糖 体 は100γ/cc及 び10γ/cc, DNA

は10γ/cc及 び1γ/cc)基 質 酸化 の促 進 に対 し

殆 ん ど差 異 を示 さなか つ た.
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Studies on the metabolism, particularly of the oxidation of the Typhoid bacillus caused 

by these four substances.

Analytic determination made of the amount of oxygen consumption of Salmonellas 57R 

and 58R cultured on synthetic media, by using Glucose, Gluconic acid, Phospho-glyceric 

acid, Lactate, Pyruvate, Acetate, Saccinate and Glutamate as the basic substances, by means 

of the Warburg manometer. The results were as follows.

1) The said four substances extracted from Salmonella 57R had not any influence like 
the smooth type upon the rough type.

2) Nucleic acid, Des-oxy-ribo-nucleic acid and Polypeptide extracted from Salmonellas 
57S and 58S, and Salmonella typhi Nakagawa and Salmonella typhi Murakami had considerable 

effect and accelerated either oxidation like the smooth type or beyond the smooth type upon 
the rough type, nevertheless Polysaccharide had only a little influence upon them.

3) Acceleration of the oxidation due to these four substances seemed to begin in about 

40 minutes.
4) No difference was to be noted by an amount added of these substances.


